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要   旨：   地中海食事は、アテローム性動脈硬化、心臓血管系疾患、およびある種の癌の

低い発症率と関連する。明らかな健康的有効性の一部は、地中海住民によるﾊﾞｰｼﾞ

ﾝオリーブ油の食事摂取が原因であった。 
 
        ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中に天然に存在する生物活性のフェノール化合物に、最近の

関心が集中している。 
        オリーブ油のフェノール化合物は、血漿リポタンパク、酸化的損傷、炎症指標、

血小板と細胞の機能、そして抗菌作用などの生理的な数値にプラスの影響をする

と、研究（ヒト、動物、in vivo、in vitro）が示した。 
        多分、フェノール化合物を含有するﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の日常的な摂取が、地中

海食事と関連する健康的な有効性を現している。 
 
        この論文で、オリーブ油フェノール化合物の生理的作用に関する現在の知識を要約

する。 
        その上、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中のフェノール化合物濃度に影響する能力を多数の要因

が有するので、オリーブ油フェノール化合物の健康増進効果を保持するために、この

要因を理解することが重要となる。  


